
 

 

 

 

 

 

 １３日に校内書初め大会を各学年で実施し

ました。その時の作品を玄関の壁面に展示し

ています。 

仮設校舎では、廊下での作品掲示について

は難しいものの、玄関の下駄箱の上の壁面が

掲示をするのに適しています。そこで『書き

初め展』はその壁面を利用して展示を行いま

した。真新しい白いクロスの壁面ですから習

字などの作品も映えます。 

  このように学校では仮設校舎であることを

否定的にとらえると児童の教育にも影響が出

ますので、仮設校舎での生活をよい機会（チャンス）ととらえて、指導を進めていこうと考えてい

ます。 

家庭でも、子どもさんと校舎についてなど学校に関わる話をされる場合、どういうスタンスで話

をするかによって子どもさんの受け止めも大きく変わってきます。全てが十分満足できるものでは

ないかもしれませんが、前向きにとらえ子どもさんに伝えていただければありがたいです。学校と

連携してよい機会ととらえ子どもたちに接していきましょう。  

 

 

 図書室も引越作業の際に見てもらった方もあるかもしれませんが、旧校舎の時より、明るく広く

変わっています。また１階のほぼ中央にあり、今回学習用の長机も増やし、電子黒板やプロジェク

ター、テレビなども常備した学習センターとしての役割も備えた部屋としました。  

 子ども達が、積極的に図書室を活用するよう、教科の学習等でも積極的に使っていきたいと考え

ています。 

わからないことを調べたり、好きな本を読

んだりする子ども達が増えてくれるよう学校

全体でも取組を今後進めていきたいと考えて

います。 

家庭でも、外ではなかなか遊べないこの季

節、テレビ・ゲームから読書への転換を図る

ため、まずお家の人が読書する姿を見せてみ

るのもいいでしょうね。 
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